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１．はじめに 

簡易動的コーン貫入試験は地盤工学会基準1)に指定さ

れたサウンディングである。この試験機は装置が軽量で

携帯できるため、人力のみで容易に調査が可能である。

しかし、未固結土層での実施事例報告も少なく、実務で

使用する場合、設計値として採用しにくいのが実情であ

る。当報告では、簡易動的コーン貫入試験で得られるＮd

値とその他のサウンディングとの比較を行い、この試験

の適応性について報告する。 

 

２．調査方法 

 この試験の目的は、簡易動的コーン試験機を用いて原

位置における地盤の貫入抵抗を求めることを目的として

いる。試験機の概要を図－１に示した。試験機はコーン、

ロッド、ノッキングブロック、ガイドロッドおよびドラ

イブハンマーから構成される。 

 試験方法は質量５±0.05kg のドライブハンマーを500

±10mm の高さから自由落下させコーンを100mm 貫入させ

るのに要する打撃回数（Ｎd 値）を計測する。１か所当

たりの所用時間は１時間程度と短時間で終了できる。 

図－１ 簡易動的コーン貫入試験機の概要図 

 

３．Ｎ値、ｑｃとの比較結果例 

Ｎd 値と標準貫入試験で得られるＮ値やオランダ式二

重管コーン貫入試験の qc 値との関係を調べた。調査深度 

は３～４ｍまでで、比較結果例を粘性土地盤と砂質土地

盤に分けて以下に示す。 

（１）粘性土地盤 

三笠地区と札幌市北区屯田地区で行った調査例を図－

２に示した。 

①三笠地区 

当地では表層から後背湿地堆積物の泥炭混じり粘土が

分布する。泥炭混じり粘土の自然含水比はωｎ≒50～

100％でＮ値は表層の１ｍまでが１～２、それ以深は０で

ある。同時に行ったオランダ式二重管コーン貫入試験結

果で得られる qc値も併記したが深度１～５ｍの qcは0.2

～0.4 ＭＮ/m2と微増するものの概ね一定の値である。

これに対してＮd 値は、深度方向に大きくなる。Ｎ値や

qc 値の変化がほとんどない深度１～４ｍの範囲でＮｄ

値が４～17と増加しその差は約４倍と大きくなる。特に

深度1.5ｍ以深で顕著である。 

②札幌市屯田地区 

当地では表層に氾濫原堆積物のシルト質粘土、後背湿

地堆積物の泥炭が分布する。Ｎ値は０～４と軟らかく、

深度方向に小さくなる傾向がある。これに対してＮd 値

は、三笠地区と同様にＮ値と相反して大きくなっている。 

三笠地区、屯田地区ともにＮd 値はＮ値の傾向とは異

なり深度方向に大きくなる。調査終了後のロッド引き揚

げ抵抗は両地点ともに極めて大きく、引き抜き器具を使

用しなければならかった点も考慮すると、ロッドに周面

摩擦が加わったことがこの結果となったと判断できる。 

図－２ Ｎd値とＮ値，ｑｃ値の比較例（粘性土地盤） 

 

（２）砂質土地盤 

砂質土地盤で行った調査例のうち石狩地区と北見地区

の２例を図－３にまとめた。 
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①石狩地区 

当地では表層に砂丘性の細砂が分布する。この細砂の

粒度組成は90％以上が粒径均一な砂分で分類では（SP）

に区分される。Ｎ値は８～10と中位以下の締まり具合で

ある。Ｎd 値は20～30と変動幅が小さく、概ねＮ値の傾

向と相似的である。 

②北見地区 

当地では段丘堆積物の砂や砂礫が分布する。砂部分の

Ｎ値は１～５と深度方向に大きくなり、非常に緩い状態

である。Ｎd 値は2～10と深度方向に大きくなり、Ｎ値の

傾向と相似的である。 

調査終了後のロッド引き揚げ抵抗は両地点ともに小さ

く、人力で引き揚げ可能であったことから、ロッドに加

わる周面摩擦はかなり小さいと判断される。 

図－３ Ｎd値とＮ値の比較例（砂質土地盤） 

 

４．考察 

粘性土地盤と砂質土地盤で得られたＮd 値を他地区の

結果も含めてＮ値や qc 値と比較した。 

粘性土地盤では図－２で示したように、深度1.5ｍ以深

は明らかに周面摩擦の影響を受けていると判断されたた

め、深度1.5ｍまでの調査結果を対比した。図－４ではＮ

値とＮd 値を対比しているがＮ＝（1/2～１）Ｎｄの関係

が見いだせる。また、図－５から qc 値とＮd 値の関係は

qc＝(200～400)Ｎd ｋＮ/m2となる。 

砂質土地盤の場合は、周面摩擦の影響は小さい。図－

６にＮ値とＮｄ値の関係を対比しているが両者の関係は

Ｎ＝（１～1/3）Ｎｄが認められる。ただし、同図に示し

たが屯田地区のように粘性土の周面摩擦の影響を受ける

とこの関係から大きくはずれる結果となる。また、北見

地区のようにＮd 値が著しく大きい土層については、層

厚は確認できないが上面深度を想定することは可能と考

えられる。地盤調査法で示される岩盤風化層の層厚分布

や崩積土の層厚確認などへの適用性はその例である。 
 

５．まとめ 

 調査結果をまとめると以下のとおりとなる。 

① 粘土地盤では深度1.5ｍ以深のＮｄ値は周面摩擦

を含んだ値となる。周面摩擦の影響が小さい深度

1.5ｍまではＮ値や qc 値との相関性が良くなり

の概略推定が可能となる。 

② 砂質土地盤で深度４ｍまでのＮ値とＮｄ値の関

係は比較的良好であり、「地盤調査の方法と解

説」に示される関係と一致する。 

③ 砂礫や岩盤などＮd 値が著しく大きい堆積物で

は上面深度を確認することが可能と思われる。 

簡易動的コーン貫入試験から得られるＮd 値は、Ｎ値

や qc 値への概略推定が可能であり、安価であることか

ら実務で採用される機会が多くなることが期待される。

今後もＮd の精度を高めるため、深度４ｍ以深の調査や

その他の試験結果との対比を図るつもりである。 
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図－５　　ｑｃ値とＮ d値の関係（粘性土）
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図－６　　Ｎ 値とＮ d値の関係（砂質土）
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図－４　　Ｎ 値とＮ d値の関係（粘性土）
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